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■ 支援の背景
　高分子糖鎖であるグルコサミノグリカン（GAG）を低分子化したGAGオリゴマーは、高分子
糖鎖と比較して生体への吸収性が増加した新しい糖鎖医薬品として期待されています。当該企業
では、工業試験場が保有する先端技術である「高温・高圧水マイクロ化学プロセス」を利用して
GAGオリゴマーを効率的に得ることに成功しました。しかし、得られたGAGオリゴマーは製造プ
ロセスの過程で着色しており、商品価値をさらに高めるためにはGAGオリゴマーを脱色する精製
プロセスを構築する必要があります。そこで、GAGオリゴマーの精製プロセスとして活性炭によ
る脱色プロセスの構築を支援しました。

■ 支援の要点
１．活性炭によるGAGオリゴマーの脱色プロセス開発
２．回分式・連続式の脱色試験
３．GAGオリゴマー粉末の白色度測定による脱色度合いの評価

■ 支援の成果
１．回分式での脱色試験を実施し、得られたGAGオリゴマー粉末の白色度を評価することで、脱

色に適した活性炭を見出しました。
２．ラボスケールでの連続式脱色試験を実施し、実際のプロセスへのスケールアップに必要な

データを取得しました。
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